
2. 研究所の経緯と現状



2. 1経 緯

防災研究所は、昭和 25年(1950年）のジェーン

台風災害を契機として、昭和 26年度に災害の学理

とその応用の研究を行なうことを設置目的として

京都大学に付置された。当初、第 1部門（災害の理

工学的基礎研究部門）、第 2部門（水害防御の総合

的研究部門）、及び第 3部門（震害風害など災害防

御・軽減の総合的研究部門）の 3部門で構成された。

その後、昭和 34年(1959年）の伊勢湾台風災害

まで、毎年のように死者が千人を超える自然災害

が多発したことや、高度経済成長時代に大規模な

都市化に見舞われるなど、自然環境と社会環境の

変貌が起こった。このような自然災害の多様化や

災害科学の進展と呼応して、社会的要求の高い新

たな災害問題を研究するために、研究部門及び研

究センターの整備を行なってきた。その結果、平

成 7年(1995年）には、 16研究部門、 4研究センタ

ー、及び7実験所・観測所を有する研究所へと発展

した。地震、火山、地すべり・土石流、洪水、高潮、

強風など我が国で問題となる自然災害をほとんど

を対象とした理工学的研究と災害に強い社会シス

テムを構築する都市防災研究を推進した。

近年になって、大都市への急激な人口の集中と

同時に農山村での過疎化・高齢化による災害に対

する脆弱性の増大、人間活動の活発化による地球

規模での環境の変化に伴う新たな災害の出現が問

題となってきた。阪神・淡路大震災はわが国の高齢

化した近代都市の災害に対する脆弱性を示すと同

時に、危機管理など災害軽減のための社会システ

ムの欠如を露呈した。それと同時に、国連による

「国際防災の 10年」の取り組みに見られるように、

国際的にも災害多発国への我が国の積極的貢献が

期待されるようになった。

このような防災学研究への社会的要請の変化に

応えるため、阪神・淡路大震災が発生する 1年前の

平成 7年に文部省に対して概算要求を行い、平成

8年(1996年）に研究所の設置目的を「災害に関す

る学理の研究および防災に関する総合研究」に変

更し、従来中心としていた災害現象およびその防

止・軽減のための理工学的研究に加え、災害の人間

及び社会的問題を人文・社会科学的研究の強化、全

国の大学共同利用研究所への転換、を含む抜本的

改組を行なった。これにより、 5大研究部門（地震

災害、地盤災害、水災害、大気災害、の研究部門

に加え、総合防災研究門）と 5研究センター（災害

観測実験、地震予知、火山活動、水資源、巨大災

害）制へと組織替えを行なった。

平成 8年の改組と同時に我が国における自然災

害研究の「卓越した研究拠点ー Center of 

Excellence、COE」として認められた。

改組後、研究部門においては、災害現象の解明

及び災害軽減のための防災学の体系化に関する基

礎的研究を行い、研究センターにおいては、所内

外の研究者との共同研究として、防災学に関する

プロジェクト研究を推進してきている。

新設された「総合防災」研究部門では災害およ

び防災に関する理工学と人文社会科学のインター

ディスプリナリーな研究にとりくみ、複合的な災

害から都市を守るための「都市診断」科学の確立

を目指している。「地震災害」、「地盤災害」、「水災

害」、及び「大気災害」の研究部門は、災害現象発

生メカニズムやその災害軽減の対策に関して長期

的視点から災害に備えるための基礎研究を推進し

ている。

新設の研究センター「巨大災害」では阪神・淡路

大震災の復旧・復興過程に関する実証的研究を基

に、自然科学と社会科学・情報学を融合する形で、

巨大災害発生時の危機管理システム、災害情報シ

ステム、被害軽減などの総合減災システムに関す

る研究やさらに国際・国内防災ネットワーク構築

を行なっている。災害観測実験センターは、宇治

川水理および潮岬風力の 2実験所、大型波浪、白

浜海象、及び徳島地すべりの 4観測所を統合して、
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大規模実験と観測を連動させた先端的研究プロジ

ェクトを行なっている。地震予知研究センターは

地震発生のメカニズムの解明とそれに基づく地震

予知のための技術開発の研究、火山活動研究セン

ターは桜島火山観測所を母体として、火山噴火予

知、火山災害の予測および防止・軽減に関して総

合的研究を行なうと共に、それぞれ地震予知およ

び火山噴火予知の特別事業の国内の中核的研究セ

ンターとなっている。水資源研究センターは水資

源を取り巻く自然・社会現象とその変化を多角的

に捉え、ジオシステム・ソシオシステム・エコシス

テムの総体としての水資源の保全と開発の総合プ

ロジェクトを推進している。

研究所全体の取り組みとしては、全国大学共同

利用研究所として共同研究および共同研究集会の

公募を行い全国の国立大学・私立大学から多くの

研究者と共同の研究成果が出つつある。国際共同

研究として、 IDNDRならびに GAMEに引き続き、都

市地震防災に関する日米共同研究、文化・自然遺産

の保護のためのユネスコとの研究協力など、積極

的研究活動を行い、防災に関する国際的な研究拠

点としての評価を得つつある。

その後、省庁再編に伴い、平成 13年度からは大

学教官が科学技術・振興調整費の研究代表者にな

ることへの路が開けたので、これへの公募を積極

的に進めた結果、数課題が採択されるとともに、

平成 14年度には、つぎの特筆すべき 2つのプロジ

ェクトが採択された。 1つは、 21世紀COE拠点形

成プログラム「災害学理の究明と防災学の構築」で

ある。これは、自然科学と社会科学・情報学を融合

させた形で 3課題の学術研究の推進、 COE研究員

などの若手研究者の育成、東京・京都サテライト

における防災講座の開設とインターネットによる

発信の 3つの事業から構成されている。これらの

試みによって、防災研究所は 21世紀と世界の防災

に貢献できる研究拠点を目指すことになった。

ほかの 1つは、大都市大震災被害軽減化特別プ

ロジェクトである。これは政府が進める都市再生

ルネッサンス事業の一環であって、防災研究所は

災害シミュレーションの構築に関する研究のコア

組織として 5年間活動することになった。
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表2.1 防災研究所の研究部門等の設置

昭和26.4. 1 「災害に関する学理及びその応用の研究」を目的として京都大学に防災研究所が附置される

災害の理工学的基礎研究部門（第1部門）、水害防御の総合的研究部門（第2部門）及び震害、

風害など防御軽減の総合的研究部門（第3部門）から構成される。

昭和26.6. 15設骰委員会に代わり協議会を設置し、運営に当たる。

昭和28.8. 1 宇治川水理実験所の設置

昭和33.4. 1 地かく変動研究部門の設置

昭和34.7.9 地すべり研究部門の設骰

昭和35.12.26水文学研究部門及び桜島火山観測所の設置

昭和36.4.1 耐風構造研究部門及び海岸災害研究部門の設置

昭和37.4.1 地盤災害研究部門の設置

昭和37.7. 1 研究所の一部が宇治市五ヶ庄（教養部跡）に移転

昭和38.4.1 地形士じょう災害研究部門及び内水災害研究部門の設置

従来の第1部門、第2部門及び第3部門の名称が各々地震動研究部門、河川災害研究部門

及び、耐震構造研究部門に改称

昭和39.4.1 地盤震害研究部門及び鳥取微小地震観測所の設懺

昭和40.4.1 災害気候研究部門、潮岬風力実験所及び白浜海象観測所の設置

昭和42.6. 1 耐震基礎研究部門、屯鶴峯地殻変動観測所及び穂高砂防親測所の設置

昭和44.4.1 徳島地すべり観測所及び大潟波浪観測所の設置

昭和45.4.17 北陸微小地震観測所の設置

昭和45.5.16 防災研究所研究部及び事務部が、宇治市五ヶ庄において統合

昭和47.5. 1 防災科学資料センターの設置

昭和48.4.12微小地震研究部門の設置

昭和49.4.1 事務部に部課制を施行

昭和49.4. 11 宮崎地殻変動銀測所の設置

昭和52.4.18暴風雨災害研究部門の設置

昭和53.4. 1 水資源研究センターの設置及び水文学研究部門の廃止

昭和54.4.1 耐震構造研究部門の名称が塑性構造耐震研究部門に改称

昭和57.4.1 

昭和61.4. 5 

平成2.6.8

平成4.3.31

平成4.4. 10 

平成5.4. 1 

平成8.3.31

平成8.5. 11 

脆性構造耐震研究部門の設置

耐水システム研究部門の設置

都市施設耐震システム研究センターの設置

防災研究所、理学部地震予知関連研究組織の統合により、地震予知研究センターの設置

（地かく変動研究部門、地震予知計測研究部門及び微小地震研究部門の各部門並びに鳥取

微小地震銀測所、上宝地殻変動銀測所、屯鶴峯地殻変動銀測所、北陸微小地震観測所及

び、宮崎地殻変動観測所の各観測所が廃止と地震予知研究センターヘの統合）

耐水システム研究部門の廃止

湾域都市水害研究部門の設置

地域防災システム研究センターの設置及び防災科学資料センターの廃止

都市施設耐震システム研究センターの廃止

改組により「災害に関する学理の研究及び防災に関する総合研究」を目的とする5大研究

部門（総合防災研究部門、地震災害研究部門、地盤災害研究部門、水災害研究部門及び

大気災害研究部門）5附属施設（災害観測実験センター、地震予知研究センター、

火山活動研究センター、水資源研究センター及び巨大災害研究センター）の研究所となる。

協議員会を教授会に改め、協議会及び共同利用委員会を設置
平成9.4. 1 卓越した研究拠点(COE)として指定された。
平成12.4. 1 事務部が宇治地区事務部に統合される。
平成13.4. 1 自然災害研究協議会を設骰
平成14.9. 30 21世紀COEプログラムが採択される。
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2.2組織と運営

(1)教職員組織 （構成メンバー：

昭和 26年の防災研究所発足時の教官定員及び事 加藤重樹【京都大学大学院理学研究科長】、

務官の定員は、

教授 3 助教授 2 助手 3

事務官 l 一般職員 4 

であったが、平成 14年 3月末現在では次のとおりで

ある。

教授 34 助教授 38 助手 35

事務官 0 技官 22 一般職員 8

創設以来の教官組織及び事務部の推移を表 2.2に、

教職員定員の推移を表2.3に示した。定員が昭和30

年代に急増しているが、これは部門や観測所の増加

に伴ったもので、昭和 49年をピークに暫時減少の傾

向にある。

また、事務・技術系の一般職員数は昭和 42年を境

に減少に転じているが、これは定員削減によるもの

である。平成 12年には、事務部は宇治地区事務部に

統合された。

なお、改組後の現在は表 2.4の構成である。

(2)管理運営組織

研究所の管理運営組織は現在図 2.2のように構成

されている。研究所の管理運営に関する重要項目は

所長が招集する教授会の議に基づき決定される。こ

の教授会は所長の他、専任教授によって構成されて

いる。所長の諮問機関として協議会

2.3予

表 2.5は平成 7年度から 13年度の歳出予算

等決算額である。全国共同利用研究所の改組の平

成 8年度に共同利用研究施設運営費及び特別事

辻 文三【京都大学大学院工学研究科長］、

田中耕司【京都大学東南アジア研究センター所長］、

若土正暁【北海道大学低温科学研究所所長】、

山下輝夫【東京大学地震研究所所長】、

中村健冶【名古屋大学地球水循環研究センター長】、

小寺山 亘【九州大学応用力学研究所所長】、

高橋保、池淵周ー【京都大学防災研究所元所長】、

河田恵昭【京都大学防災研究所

自己点検評価委員会委員長】、

石原和弘【京都大学防災研究所

将来計画検討委員会委員長］がある。

また部門長・センター長会議が所長によって招集さ

れ、教授会の議案などを事前に協議する。さらに、

共同利用研究所としての管理運営面にあっては共同

利用委員会があたり、この下に企画専門委員会、広

報専門委員会が設けられている。一方、全国の大学

その他の研究機関の自然災害研究に係る研究者と連

携し、自然災害研究の推進を図るため、自然災害研

究協議会を置いている。各センターにはそれぞれ運

営協議会が設けられており、センター専任教官の他

学内外から 5~8名の協議員から構成され、各センタ

ーの管理運営にあたっている。

(3)技術室

6.8を参照

算

業費の大幅アップの配分があるとともに平成 9

年度には中核的研究機関支援プログラムの経費

の配分をうけている。
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表2.2 沿革（教官組織の推移・事務部の推移）

教官組織

昭26.4.11京都大学に防災研究所附置

6. 15 

12. I 

第1研究部門 災害の理工学的基礎研究

第2研究部門 水害防御の総合的研究

第3研究部門 震害風害などの防御軽減の総合

的研究

28. 8. 11宇治川水理実験所設置

32. 11. 9 

12. 1 

33.4. I地殻変動研究部門設置

34. 7.9地江り学研究部門設置

34. 7.9水文学研究部門・桜島火山観測所設置

36.4. I海岸災害防止研究部門・耐風構造研究部門設置

37.4. I地盤災害防止研究部門設置

7. I 

38. 4. II地形土壌災害防止研究部門・内水災害防止研究

部門設置

文部省令代4号により部門名称の一部改正

第1研究部門＝地震動研究部門

第2研究部門＝河川災害研究部門

第3研究部門＝耐震構造研究部門

地殻変動研究部門＝地かく変動研究部門

地辻り学研究部門＝地すべり研究部門

海岸災害防止研究部門＝海岸災害研究部門

地盤災害防止研究部門＝地盤災害研究部門

地形土壌災害防止研究部門＝地形土じょう

災害研究部門

内水災害防止研究部門＝内水災害研究部門

地盤震害研究部門・鳥取微小地震観測所設置

39.4.11砂防研究部門・地震予知計測研究部門・上宝

40.4. I地殻変動観測所設置

災害気候研究部門・潮岬風力実験所・白浜海象

41. 4. II観測所設置
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その他

防災研究所設置委員会

発足

事務組織

工学部建築学教室に事務

設懺委員会は協議員会室を設置

規程（案）及び人事を 事務主任1・会計主任l

議決して解散、以後運・雇員2.常勤労務者1.

営は協議員会に移され計5名

る

防災研究所紀要第1号

発刊

第1回研究発表講演会

開催

防災研究所年報第1号

発刊

研究室の一部が宇治市

五ヶ庄（教養部跡地）

に移転

事務長制施行

40.3. 18 協議員会決定

図書室的なものを作る

図書職員は部門から捻

出する

図書カードの統一整理

図書の所在を明確にで

きる処置を講ずる

共同利用制度を考える



表 2.2 緩き

教官組織

耐震基礎研究部門・屯鶴峯地殻変動観測所・

42. 6. 11穂高砂防観測所設置

徳島地すべり銀測所・大潟波浪観測所設置

44.4. l 
I 
北陸微小地震観測所設置

45.4. 17 

防災科学資料センター設置

47. 5. 11微小地震研究部門設置

48.4. 12 

宮崎地殻変動観測所設置

4.11 
I 
暴風雨災害研究部門

52.4.181水資源研究センター設置・水文学研究部門廃止

53.4. 1脆性構造耐震研究部門設置

54.4. 1 従来の耐震構造研究部門は塑性構造耐震研究

部門に改称

耐水システム研究部門設置

57.4. 1都市耐震システム研究センター設置

6l.4.51 防災研究所

平2.6.8 微小地震研究部門・地殻変動研究部門・地

震予知計測研究部門・鳥取微小地震観測所

上宝地殻変動観測所・屯鶴峯地殻変動観測所

北陸微小地震観測所・宮崎地殻変動観測所

理学部

阿武山地震観測所・逢坂山地殻変動観測所・

徳島地震観測所・地震予知銀測地域センター

以上を廃止し、

防災研究所に地震予知研究センターを設置

8. 21耐水システム研究部門廃止

4.3.31湾域都市水害研究部門設置

4. 1防災科学資料センターを地域防災システム研究

5.4. 1センターに改める

防災研究所の改組により

8. 5. 111 総合防災研究部門

地震災害研究部門

地盤災害研究部門

水災害研究部門

大気災害研究部門

災害観測実験センター

地震予知研究センター

火山活動研究センター

水資源研究センター

巨大災害研究センター

の5大部門• 5センターとなった

12. 4. 11事務部が宇治地区事務部に統合される
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その他 事務組織

43. 1. 1 事務部に施設掛

43年度専任教授懇談設置

会設置 43. 12. 25 

45.2 協議会一部公宇治地区研究所本館起工

開にて開催 式

第1回公開講座開催

防災研究所研究部及び事

務部宇治市五ヶ庄に統合

事務部に部課制が施かれ

る 2課3掛となる

総務課総務掛、経理課

経理掛、施設掛

総務課に研究助成掛設置

総務掛は庶務掛と改称



表2.3 教職員定数の推移

教授 I助教授助手事務官技官
一般ニI H I備 考
職員

，．煕§.．．. 3・・..l... ?.... I... -~._. l.... 1. _.. l....... L.. 1. _.. l... 」．3・・・・ト・—.．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．.．--------.．．．.．．.．----．．． 
27j ____ 3 ___ l ___ 2 ___ 1_ ___ 3-__ ] ___ l ___ l ____ ---,----4 ____ ¥ ___ 13 ---．．．．．．．．．.....．-• -]―----.．．．．．．．．．．．------］―---.．．．．．．．．．．--―[―.．．．．．．．---------．.....．...．---.....．．.... --..... ---
281 3 I 3 I 4 I 1 I I s I 16 吋台川水理実験所設置干..................................... -.. ------............... -..... -. --...... -.. -......................... --. -----....... ---

1 29 3 4 1 5 1 ] 7 20 ... -.. •·.......... -. -. --:--... -.................. ---:-.. -.............. ·• ---...... --...... -.......... ---. -........... --....... 
301 3 I 4 I 6 I 1 I I 7 I 21 

1 31 3 4 6 1 6 20 ...... •·.......... -.... -:-............. --.... --.... -<・....... -.........-•··································----------······-·· 
321 i l 4 I 6--T 1 I 2---r--6- T 2-2 

-・--・-・・・・・・・・・・・・・・・・---・・・・・--・--・--・・・・・・・・・--・・・--・----・・・・・・・・-・・--・・・・・・・・・-・・・・・--・-・-・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・------・・・ 
33 4 6 | 9 3 2 6 30 地かく変動部門設置:-・ ・ ・ !!~--・ i ・ ・ + ・ ・ ~· ・ ・ ・i・ ・ }i -+ ・ ・ ¾-・ + ・ ・ ~· ・ • i• ・ ・ ・ t・ ・ ・ -f ・ ・ ・ i} ・ ·~:r ~~:-1~~:~ ・ ・ ・ --・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ -・ 34 5 7 ll 3 2 | 9 37 地すべり立PB門設置

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・------・・・・・・・・・・・・・・・--・-・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・----
351 6 I s I 14 I 3 I 2 I 12 I 45 水文学部門、桜島火山観測所設置

361 s I 10 I 1s I 3 I 3 I 22 I 64 耐風構造部門、海岸災害部門設置
I•••••••-•• --• • • ► • • • • • • • •:• • -• -• • • • • • • • • • • • >-• • • • • • •.;. • • • • • • • • ♦ ---•• • • • • ► • • • -• --• -• • • • • • • • • • -

直…•~i··・ t・ ・・U・ --l--·~1: :1: ::~···．．ぶ．］ー― --3ーて--- -．．徳＿＿埋盤翠轡禦懲置
38 11 14 | 25 6 2 42 100 地形士じょう災害部門、内水災害部門設置,_..... •· -... -.......... •:•..... --・-------·•..... -. •·... -. ---.. -...... ·•---... --...... --. ----.. -......... -. --.....' 
39 12 15 | 28 6 3 ] 47 ll 1 地盤震害部門、鳥取微小地震観測所設置

・・・・・・・-・・・・・-・・ ＿ -＿ー--．・―．―● •・•-●一一-一＿.-———..・一 ・一・-一•—-. --ー―＿----•―ー．•• •——-ー一———―..一..—一-ー―――..―-—_一• •一-・-ーー'
401 14 I 17 I 33 I 6 I 4 I 51 I 125 砂防部門、地震予知計測部門、上宝地殻変動観測所設置

411 15 I 18 I 37 I 6 I 6 I 54 I 136 災害気候部門、潮岬風力実験所、白浜海象観測所設置

:.... 1? J... !~-_. l _.. !~. _.1... 1-1.:.1.:. i...l. __ ?:::I:::~~::.1:. _11~:: I~{~~~~~'!~ :~~:~~~~!1!~!~:-: ~~~~~~~!i-~f:: ,................ ---........... --. --. --... -............. -....... -. -・............ -........... -.. -...... ---................ -... 
421 16 I 19 I 41 I 6 I 7 I 56 I 145 耐震基礎部門、屯鶴峯地殻変動観測所、穂高砂防観測所設置

43 16 19 | 41 6 7 55 144 
I••••••••••••••• ►••••••••:------• • • • • • • • • • • >-• -• • • • • •• -• • • • • • -• -• • • • • • • • ► • • ----• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • -• ---• • • • • • • • • ---• 

44 17 19 | 42 6 8 55 147 徳島地すべり観測所、大潟波浪観測所設置------・・・．ー・・・・ ・・—..．.......----------・-・-・・・・・・・・・・・-・--・・・・・・--・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・-・-・・・・・・・・・・・ 
45 I 11 I 19 I 43 I 6 I 9 I 54 I 148 北陸微小地震観測所設置

461 18 I 18 I 43 I 6 I 11 I 53 I 149 .. ・--.... -........................... -・ -----.... --.... -........ 
47 18 19 | 44 6 12 51 150 防災科学資料センター設置is[.i9.. T ・・20 ・・］―-----------------------------------------------------------
--........•………………••--- -------.......------:：:：―-l即‘捜震慰雲豊
481 19 I 20 I 45 I 6 I 12 I 51 I 153 

1 49 19 20 | 47 8 14 」49 157 . -. ---・----. --........ -.... -.. ---. --. --........ --.... -... -.... --. 呂崎地殻変動観測所設置、事務部部課を施行.~ -----.．·一—・_一-一．- O一-.-．．・ー-．一-一＿ー——ー―- -—.-—. ＿ -一．―・・一―
501 19 I 20 I 47 I 8 I 14 I 47 I 155 

511 19 I 22 I 45 I 8 I 14 I 46 I 154 
I•• -• -• •- • • • • • • • • • • • • • • • •:- --• --• • • • • • -• • • •>- ---• -• • -,. -• • • •• • • • • • • •• ---•• -• ---• • • • • • • • • • • • •• • -• -• • ---• • • •• • • --------• •• • • -----

52 20 23 | 45 8 14 45 155 暴風雨災害部門設置

l:：五玉： ：亙〗：五―五：：五ロー］エニ韮：：二磁：I善藷羞藷恥直：二：：：：：：：：：：：：：：：ーニ：：：：：-----・・・・-・-・・・・----・-・・・・・・・・・・-・-・・・-・-・・-・・・・-・-・・-・-・・・・・・・・・・・・・・・---・・-・-・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・-・・・・-・・・・・・---・・・・・・-
1 53 21 24 | 45 8 14 44 156 水資源研究センター設置（水文学部門廃止）

551 22 I 25 I 43 I 8 I 14 I 42 I 154 

561 22 I 26 I 43 I 8 I 14 I 41 I 154 ...．．..．.. ---.．．...．.|-----------------------------------------------------------------------.．．．... ----------------
57 23 28 40 8 14 40 153 ［耐水システム部門設置・ --s?J" ・ ・ 23-・ ・ r ・ ・ ・2s ・ ・ T ・ ・ 4"i ・ ・ 1-・・a-・ ・r ・ ・ ・i,i ・ -r---39--・ 1 ・ ・ ・is3・ ・ ·• ・ ---・・ ・ --・ ・ ・ -・ -・ ・ ・ ---------・ -・ -----・ ・ ・ -・ ----・ ・ ・ ・・ ----

l----§§ ---g?-----gg _．．.．．4.l.．.．.．§-------1.1.．．．．i9 -----＿し??·-·•-·····-----------·-----··----·--·--···-·-····--·----·
: __.. ?~L-. ??... l... ~~...I... 1:i::: 1::: ~::I:: :i:i:: I:::~~::: l:．熙．．．レー―---------------------------------------------------

601 23 I 28 I 41 I 11 I 17 I 30 I 150 

l----§! ---g4-----g9.．．---4.0------！ ！------lI.．----gg _．．．．．し?g___ •-·-·----·········--···········-·---········----·····-
l----§g ---g4.．．. --g9.．．I---39------! ！------lI.．．---gせ．．．．．患ーー[_ ----------．．．．．．..．---------------------------------
:_.. -~?]..．社．． ．—．さ0...|．.． 9_8---．．．! ！．．． ．．-11.． ---・窃．―― ---!41. ．．ト・・・•---------------------.... ------------------------平元 24 __ l __ 30 __, __ 38---i---ii--r--11--r---26 ___ 1 ___ 145 

-.... -----....... -.,.............. -....... ---.... -. -. --. -. ・・・--........... -. -. ------------. ----...... ---. ---.... -. -----
21 21 I 34 I 38 I 11 I 22 I 26 I 158 理学部地震予知関連研究組織と統合

31 27 I 34 I 38 I 11 I 22 I 25 I 157 . -... -・-------........ -.,... -.. -.. ---. ---·• ---. ---.. ------.... -......... --... -. --... ----. --............ -・ ---. -. -. --... ------
4 27 34 | 38 11 22 24 156 ［耐水システム部門廃止、湾域都市水害部門設置・ -・ ・ ・ sr ・ ・ zs--・ r ・ ・ ・34 ・ ・ r ・38--1--・ii・・ ・r---ii--r ・ --23-・ ・ 1 ・ ・ -is6・ ・ ·• ・ -・ ・ ・ ・ -----・ ----・ ・・・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ -・ ------・ -----・ ・ ・ ・ ・ ------

---. ~ J _ -. ??... l... ~1... !... ?.8. -. l... ! !... l---2.g ------g3------l包~--·•·····---······--·---------····--·-··-------··------··
----§ ---g§-----―さ1...I.._?~::1::: ! ! :.. [::-2_g.． ．．．gg ----．．藍．ト・―---------------------------------------------------

71 28 I 34 I 38 I 11 I 22 I 20 I 153 

….?J __.~L. ．．笠．．．ー・＿ 3．6……!！...． --2_g-- ---14... ---！§§...li 古猥［且．？忠ど？＇：：：jー：：_啓穂…•----…………--
l-----9 _ ＿．紐．．．．咎．．．IO--§§------！ ！.．．.．gg ------l.i.．．．恩―--ト-----------------------------------------------------
l----! 9 _ ＿ ＿34.．． .．．咎．ー・1---§§------! ！.．----2_g -------l_g ------l§g--------------------------------------------------------

11 34 38 | 35 11 22 」12 152 
,_ --... ・-.... ・--•-. --... •:--. -. -. ·•---........... ---... -. -. --........... ~ -. ---.... ---・.. -----..... -.... --. ---.... ---... --・ --.. 

121 34 I 38 I 35 I o I 22 I 8 I 137 事務部、宇治地区事務部に統合

---}! ---!!―-----ii ---1---：-:------：｝ -----：言言―-----!----t-・ ・}!!・ ··•. --..... ---. ----. --・・........ ---. -... --. --.. ----.... -
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表2.4 防災研究所職員配置表 平成15年3月1日現在

部 門 等 名

総合防災研究部門

災害リスクマネジメント

防災社会構造

都市空間安全制御

自然・社会環境防災

（客員研究部門）

地震災害研究部門

強震動地震学

耐震基礎

構造物震害

耐震機構

地盤災害研究部門

地盤防災解析

山地災害環境

地すべりダイナミクス

傾斜地保全

水災害研究部門

土砂流出災害

洪水災害

都市耐水

海岸•海域災害

大気災害研究部門

災害気候

暴風雨災害

耐風構造

附属災害観測実験センター

災害水象観測実験

土砂環境観測実験

気象海象観測実験

地震動観測実験

宇治川水理実験所

潮岬風力実験所

白浜海象観測所

穂高砂防観測所

徳島地すべり観測所

大潟波浪観測所

附属地震予知研究センター

地震テクトニクス

地震発生機構

地殻変動

地震活動

地震予知計測

地震予知情報

（観測所）上宝

北陸
阿武山
鳥取
徳島

屯鶴峯
宮崎

総合処理解析室

リアルタイム地殻活動解

（客員研究部門〕

附属火山活動研究センター

火山噴火予知

教授 助教授 助手 非常勤職員 非常勤研究員等 備 考

岡田憲夫

鈴木祥之

萩原良巳◎ 畑山満則

前田知子・薗頭彰子・斉藤啓子

佐々木由希子

山下敦代

入倉孝次郎

佐藤忠信◎

田中仁史
中島正愛

井 合 進

千木良雅弘◎

佐々恭二

SIDLE, Roy. C 

衛

浩

浩

孝俊

村

訪

岡

井

三

諏

福

釜

飛田哲男

齊藤隆志

竹内篤雄

東 由紀・笠田佐和子

北村和子

井上園

小関旬子

稲積真哉(c)・張祐榮 (r)

AYELET (k)・古谷元 (c)・GYAWALI,B (c) 

高 橋 保

賣馨

井上和也
尚山知司◎

藤 田 正 治

立川康人

戸田圭一
間瀬肇

児島利治

吉岡洋

滝上未絵

藤崎有貴

白井留美子
岡本裕美子

中村行雄(g)

金 泰民(r)

岩嶋樹也

植田洋匡

河井宏允◎

中川一（宇）

関口秀雄◎

多々納裕一

林康裕

松波孝治

澤田純男

吹田啓一郎

向川 均

石川裕彦

丸山敬

石垣泰輔（宇）

澤田豊明（穂）

末峯章（徳地）

林泰ー（潮）（u)

山下隆男（大）（u)

田中 聡

岩田知孝

本田利器

諸岡繁洋

井口敬雄

堀口光章

荒木時彦

武藤裕則（宇）

上野鉄男（宇）

馬場康之（宇）

小西利史（徳地）（休）

芹澤重厚（白）

加藤茂（白）（u)

弘岡道子

小野田富子
山田 毅

橋本学

川崎一朗

梅田康弘◎

MORI. James Jiro 

大志万直人

古澤 保

西田良平＊

飯尾能久

柳谷俊

渡 辺 邦 彦

西上欽也

松村一男

伊藤潔(u)

竹内文朗

片尾浩

吉井弘治

吉村令慧

重富國宏・大谷文夫

徐培亮

森井亙

渋谷拓郎(u)

許斐直

尾上謙介

寺石慎弘

大見士朗

中村佳重郎

石原和弘◎ 井口正人 味喜大介

山本圭吾

神田径
為栗健

浅野 幸・村上和美 I T. My Thanh (K)．J GONZALEZ (K) •山田伸之(c)
松軒希•松丸貴樹・唐小微・中村阿耶子蘭；明辰 (r) ・唐和生(k)・邸元 (c)

前田満喜子
蒲生千里・城井陽子

中村貞代

細井洵子・戸田嘉子
中坪茂登子

清永明子（宇）

西出依子・柴

北川陽子

晶子

長尾孝子(s)•竹内晴子(s)

舟橋多津(s)

増井かや

中尾愛子・福井美佳

山本優美

田中慶子

藤崎文子・三反田和代

玉利恵子・塩屋ゆき

叶涼子

HARTMANN, Jens (c) 

P.CHUSJLP (c) ・Z.Dan (k)• 松宮智央（r). 劉大偉 (r)

徐奎(c)

羽野淳介(g)

北川吉男(g)

尾崎壽秀(g)

下
田

山

山

太(c)

勝(g)

園田忠惟 (g)

福島大輔 (c)

センター長

関口秀雄

13.4.1~15.3.31 

センター長

梅田康弘

13.4.1 ~15.3.31 

小田由香

年見文子

三和佐知栄

センター長

石原和弘

8.5.11 ~ 16.3.31 

附属水資源研究センター

地球規模水文循環

都市・地域水文循環

地域水利用システム計画

〔客員研究部門〕

附属巨大災害研究センター

巨大災害過程

災害情報システム

被害抑止システム

〔客員研究部門〕

池淵周一◎

岡太郎

小尻利治

開殺一郎＊

竹門康弘

城戸由能

友 杉 邦 雄

坪木和久＊

ー

1
3
1
1
4
|

河田恵昭◎

林春男

田中晦義

安國良ー＊

立木茂雄＊

赤松純平

野田 陥＊

永田 茂＊

TOPPING,Kenneth Clarke※ 

田中賢治

浜口俊雄

川方裕則

松川園美

清水 豊子・本谷美智子

山上美智子・中村あかり

小嶋紀美子・亀田 俊和

船木伸江・安藤聡美

笹川 尚紀・寺田地栄美

鈴木佐保・小林香織

山田浩之 (c)

甲山 治 (r)

浦川豪 (c)

木村玲欧 (r)

田村圭子 (r)

樋本圭佑 (r)

後藤隆一 (r)

センター長

池淵周一

13.5.1 ~15.4.30 

センター長

河田恵昭

8.5.11~16.3.31 

◎・・・部門長，センター長 ＊・・・客員教員 ※．． 
(k)・・・非常勤研究員 (c)・・・非常勤研究員(COE)

・外国人研究員 (u)・・・宇治勤務

(r)・・・リサーチアシスタント (g). 
（休） ・・・休職

・・研究支援推進員

(s)・・・日々雇用



平成 15年 3月

技術室 技 官 非常勤研究員等

室 長 平野憲雄 早野裕子(g)

企画情報班 多河英雄・中尾節郎・吉田義則・永田敏治・辰己賢一 平岡 緑
機器開発班 和田博夫（上）・浅田照行（阿）・市川信夫•藤木繁男・三浦 勉 清水節子

機器運転班 杉政和光・中川 渥•清水博樹•藤原清司（宇） 西村友希

銀 測 班 高山鐵朗（桜） •河内伸治（潮） •細 善信・和田安男（上） 神谷恵子

内山 清（大）・志田正雄（穂）・矢部 征（鳥） •藤田安良（屯） 森口浩子

近藤和男（徳）・園田保美（宮） •松浦秀起 佐藤由紀

※（宇）•••宇治川水理実験所

（大）…大潟波浪観測所

（徳）…徳島観測所

（潮）…潮岬風力実験所

（上）…上宝観測所

（屯）…屯鶴峯観測所

（白）…白浜海象観測所

（北）…北陸蜆測所

（宮）…宮崎観測所

（穂）…穂高砂防観測所

（阿）•••阿武山観測所

（桜）…桜島火山観測所

（徳地）…徳島地すべり観測所

（鳥）…鳥取観測所

常 勤 職 員 1 3 0 
客員教員・研究員 8

 
非 常 勤 職 員 1 0 3 

1 0 4 子政職(-) 2 6 

教 授 助教授 助 手 技 官 教 授 助教授 日々雇用 時間雇用 リサーチA

3 3 34 3 7 
職lを除く

2 6 4
 

3
 

外国人

研究員

1 3
 

6 6 

非常勤研究員

c戸
研究支援

推進員

7 1 0 

|
1
5
1
1
6
|
 



協議会

所長

教授会

共同利用委員会

自然災害研究協議会

総合防災研究部門

地震災害研究部門

地盤災害研究部門

水災害研究部門

大気災害研究部門

［研究分野］

災害リスクマネジメント

防災社会構造

都市空間安全制御

自然・社会環境防災

強振動地震学

耐震基礎

構造物震害

耐震機構

地盤防災解析

山地災害環境

地すべりダイナミクス

傾斜地保全

土砂流出災害

洪水災害

都市耐水

海岸•海域災害

E;::：害

耐風構造

［研究領域］

災害水象観測実験

災害観測実験センター----{こ:：:：:：

地震動観測実験

地震予知研究センター

火山活動研究センター

水資源研究センター

巨大災害研究センター

技術室

（事務部）

図2.1 管理・運営組織
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地震テクトニクス

地震発生機構

地殻変動

地震活動

地震予知計測

地震予知情報

総合処理解析

リアルタイム地殻活動解析

火山噴火予知

E:：四：こ：：環

地域水利用システム計画

E;;:：門テム
被害抑止システム



表 2. 5 予算の変遷

(1)総表

年度
7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度区分

国立学校特別

会計予算額 4,059,340 2,806,665 2,571,229 2,475,245 2,383,031 2,510,565 2,530,143 

人件費 1,395,266 1,585,525 1,614,793 1,585,961 1,498,350 1,589,034 1,702,589 

物件費 2,618,074 1,215,640 942,536 850,342 848,751 913,998 806,733 

営繕費 46,000 5,500 13,900 38,942 35,930 7,533 20,821 

科学研究費

補助金 212,900 250.100 231,000 228,800 257,700 215,816 257,267 

計＊ 4,272,240 3,056,765 2,802,229 2,704,045 2,640,731 2,726,381 2,787,410 

（単位：千円）

* (3)の奨学寄附金は除く。

4,500 

四
迂
::a 4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

｀ ＼ 

＼ 
＼ 

＼ ＼ 

＼ 
---゚→ ~ 

＼ ---レ-細

/ 

＼ ヽ
、- ---←‘̀ 

—国立学校特別会計
予算額

一 人件費

ー 物件費

ー 営繕費

7
 

8
 

9 10 11 12 13 

（年度）
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4,500 
工i
迂 4,000 
工i

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

¥ 
＼、
＼ 
ゞ

｀ ｀ 
一 国立学校特別会計予算額

ー 科学研究費補助金

一 計

7
 

8
 

9 10 11 12 13 

（年度）

(2)平成10・11年度歳出予算事項別決算額表

①共同利用研究施設運営費 （単位：円）

区分 平成12年度 平成13年度

研究員等旅費 25,230,000 25,365,000 

校費 15,120,000 14,632,000 

計 40,350,000 39,997,000 
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②COE支援経費※平成 13年度で終了 （単位：円）

区 分 科 目 平成 12年度 平成 13年度

研究高度化推進経費 校 費 46,250,000 

゜非常勤研究員経費 非常勤職員手当 5,000,000 

゜外国人教師等給与 29,344,000 24,243,000 
ト"…”"-·•口．．．“．．．．_.....-．..．＂．．．．．幽•...-······· ~---·-··-··--．．．．疇雫●●●●雫雫雫雫ー雫雫●●●雫讐雫．．．． ．．．．．．．．雫讐● ●雫雫雫ー

外国人研究員経費 研究員等旅費 5,431,117 5,525,940 
．．．．士．．．．．＂＂＂•*--······-·--···-------------------------------------•--------•一•----- •一•-••h-•曇幽• M**．．噌•---------------------＊•---------------．．．．雫雫•---------..........

(COE分） 外国人教師等招聘及帰国旅費 186,000 186,000 

校 費 280,666 566,856 
...-•••••一••••-- -·......．．"......_．．．．．．．．．"•一．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．•一••

小 計 658,000 658,000 

諸謝金 6,555,783 6,936,796 

講師等旅費 189,000 82,000 
·•· 

国際シンポジウム 外国人教師等招聘及帰国旅費 361,000 332,000 
ー・一••----·---------•---•-----“●●-．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ... 

開催経費 校 費 553,000 2,936,000 
--・・・・・・・- ．．響讐••

招聘外国人滞在費 379,000 1,447,000 
．雫—.........~......-••一．．．．．．．．．ー．．．雫•-----·-..------------·-- ．．ー・~．．．．．．．．．．．．．．．

小 計 114,000 865,000 

計 1,596,000 5,662,000 

③特別事業費 （単位：円）

区 分 平成 12年度 平成 13年度 備 考

諸 謝 金 463,000 463,000 

職 員 旅 費 13,539,000 13,539,000 

研究員等旅費 14,402,000 14,402,000 

校 費 31,747,000 31,745,000 

計 60,151,000 60,149,000 

④特別事業費（地震予知・火山噴火予知計画経費） （単位：円）

区 分 平成 12年度 平成 13年度 備 考

職 員 旅 費 7,159,000 7,159,000 

研究員等旅費 3,728,000 3,728,000 

校 費 36,532,000 36,499,000 

計 47,419,000 47,386,000 
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(3)外部資金受入状況 （単位：円）

区 I刀ヽ
平成 12年度 平成 13年度

備 考
件数 金額 件数 金額

奨学寄附金 77 89,328,574 84 84,767,896 

点又 託 研 究 21 109,816,000 10 32,156,000 

民間等との共同研究 2 7,500,000 4 13,000,000 

計 100 206,644,574 98 129,923,896 
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2.4各種委員会

防災研究所には各種委員会があり、教授会の

基本決定の原案作成や決定の具体的執行に当

たっている。

・将来計画検討委員会

研究企画小委員会

研究拠点ワーキンググループ

教育ワーキンググループ

人事構想ワーキンググループ

改組ワーキンググループ

観測所・実験所ワーキンググループ

・自己点検・評価委員会

・共同利用委員会

企画専門委員会

広報専門委員会

出版小委員会

公開講座実行委員会

公開講座出版事業小委員会

・ホームページ・ニュースレター編集委員会

-22-

ホームページワーキンググループ

・ 2 1世紀 COE運営委員会

2 1世紀 COE実行委員会

2 1世紀 COE幹事会

・学術情報・通信整備運用委員会

LAN管理運用委員会

・図書専門委員会

・厚生委員会

・放射線障害防止委員会

•宇治川キャンパス運営委員会

・建物利用委員会

・技術室運営委員会

•宇治地区共通行事委員会所内委員会



2.5諸規程

防災研究所は発足の昭和26年6月以来、管理運営を行うにあたって種々の規程を制定し、また

必要に応じて改正等を行ってきた。表2.6にその推移をまとめた。

表2.6 諸規程の推移

制定年月日 規程

昭26.6.15 京都大学防災研究所協議員会規程

昭26.10.20 京都大学防災研究所事務分掌規程

昭27.4.10 防災研究所所員選考内規

昭39.4. 1 防災研究所教員選考内規

昭47.4.14 防災科学資料センター運営に関する要項

昭48.2.6 京都大学防災研究所長候補者選考規程

昭48.2.6 防災研究所長候補者適任者推藤内規

内規等名称

昭50.12. 19 防災研究所附属研究施設長候補者選考内規

昭51.1. 23 附属施設長候補者選考に関する申合せ

昭53.4.18 京都大学防災研究所附属水資源研究センター規程

昭53.4.18 京都大学防災研究所附属水資源研究センター運営協議会規程

昭54.6.4 附属水資源研究センター客員教員候補者推薦手続

昭54.6.15 防災科学資料センター主任に関する申合せ

昭57.3. 12 防災研究所放射線障害予防内規

最近改正年月

平8.5. 11廃止

平8.5. 11改正

昭39.4.1廃止

平9.4. 11改正

平5.4.1廃止

平8.5. 11改正

平8.5. 11改正

平8.5. 11改正

平3.10. 1廃止

平8.5. 11廃止

平8.5. 11廃止

平5.4.1廃止

平4.2. 28廃止

昭58.10.141防災研究所洛南道路建設計画対策委員会要項 1平13.5.10廃止

昭59.9.21 附属水資源研究センター及び地震予知研究センター客員教員候補者選考手続 平8.5. 11廃止

昭60.5. 2 

昭61.3. 7 

昭61.3. 14 

昭61.5. 9 

協議員懇親会についての申合せ

防災研究所将来計画検討委員会要項

防災科学資料センター運営に関する要項についての申合せ

防災研究所客員教員候補者選考手続

昭61.12. 19 附属都市施設耐震システム研究センター運営に関する要項

昭61.12. 19 附属都市施設耐震システム研究センター主任に関する申合せ

昭63.9.9 緊急を要する教官の海外渡航の取扱いについて

昭63.11. 11 附属都市施設耐震システム研究センター運営に関する要項についての申合せ

平2.3.9 防災研究所研究員の受入れに関する申合せ

平2.3.9 防災研究所研究生の在学期間に関する申合せ

平2.3.28 

平2.4.25 

平2.5. 7 

平2.6.26

平2.6.26

平2.6.28

平2.9.21

平2.11. 9 

助手の補充について

地震予知研究センター運営協議会委員候補者の選出について

防災科学資料センターの助手について

京都大学防災研究所附属地震予知研究センター規程

京都大学防災研究所附属地震予知研究センター運営協議会規程

附属地震予知研究センター客員教員候補者推應手続

防災研究所助手定員の取扱いに関する申合せ

防災研究所学術情報・通信整備運用委員会要項
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平8.5. 11廃止

平8.5. 11廃止

平5.4.1廃止

平8.5. 11廃止

平8.5. 11廃止

平8.5. 11廃止

平3.10. 1廃止

平2.9.21廃止

平5.4.1廃止

平5.4.1廃止

平8.5. 11廃止

平8.5. 11廃止

平8.6.14改正



制定年月日

平3.4. I 

平3.4.12 

平3.10. 1 

平3.10. 1 

平5.4.9

平5.4.9

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

規程

防災研究所技術部組織規程

内規等名称

防災研究所非常勤講師任用に関する申合せ

防災研究所長等の海外渡航に伴う事務代理についての申合せ

防災研究所海外渡航の協議員会における取扱いについて

附属地域防災システム研究センター運営に関する要項

防災研究所自己点検・評価実施内規

京都大学防災研究所規程

京都大学防災研究所教授会規程

京都大学防災研究所協議会規程

京都大学防災研究所技術室組織規程

防災研究所部門規程

防災研究所部門長・センター長会議内規

防災研究所長等の海外渡航に伴う事務代理についての申合せ

平8.5. 11 教官の海外渡航のついての申合せ

平8.5. 11 防災研究将来計画検討委員会内規

平8.5. 11 防災研究所教授及び助教授選考に関する申合せ

平8.5. 11 防災研究所客員教員候補者選考内規

平8.5. 11 防災研究所非常勤講師任用に関する申合せ

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5.11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5. 11 

平8.5.11 

平13.3.9

平13.4. 1 

平15.1. 10 

京都大学防災研究所共同利用委員会規程

京都大学防災研究所共同利用委員会専門委員会要項

京都大学防災研究所附属災害観測実験センター規程

京都大学防災研究所附属災害観測実験センター運営協議会規程

京都大学防災研究所附属地震予知研究センター規程

京都大学防災研究所附属地震予知研究センター運営協議会規程

京都大学防災研究所附属火山活動研究センター規程

京都大学防災研究所附属火山活動研究センター運営協議会規程

京都大学防災研究所附属水資源研究センター規程

京都大学防災研究所附属水資源研究センター運営協議会規程

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター規程

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター運営協議会規程

京都大学防災研究所放射線障害予防規定

京都大学防災研究所自然災害研究協議会規程

京都大学防災研究所所長補佐に関する規程
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最近改正年月

平8.5. 11廃止

平4.10. 19廃止

平8.5. 11廃止

平8.5. 11廃止

平8.5. 11廃止

平8.5.11改正

平15.2.1改正

平15.1. 10改正

平14.3.8改正

平15.1. 10改正

平15.1. 10改正

平12.6.9改正

平13.3.9改正

平13.3.9改正

平13.3.9改正



■京都大学防災研究所 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 Tel. 0774-38-3348 

附属災害観測実験センター 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 Tel. 0774-38-4178 

A 大潟波浪観測所 〒949-3111 新潟県中頸城郡大潟町四ツ屋浜芝原 Tel. 0255-34-2414 

B 穂高砂防観測所 〒506-1422 岐阜県吉城郡上宝村中尾空山 Tel. 0578-9-2154 

c宇治川水理実験所 〒612-8235 京都府京都市伏見区横大路下三栖 Tel. 075-611-4391 

（宇治川オープンラボ）

口 白浜海象観測所 〒649-2201 和歌山県西牟婁郡白浜町堅田畑崎 Tel. 0739-42-4352 

E 潮岬風力実験所 〒649-3502 和歌山県西牟婁郡串本町潮岬 Tel. 07356-2-0693 

F徳島地すべり観測所 〒778-0020 徳島県三好郡池田町州津藤ノ井 Tel. 0883-72-1075 

附属地震予知研究センター 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 TEI. 077 4-38-4193 

R 上宝観測所 〒506-1317 岐阜県吉城郡上宝村本郷向野 Tel. 0578-6-2350 

〇 北陸観測所 〒916-0034 福井県鯖江市下新庄町88下北山 Tel. 0778-52-;2494 

〇 逢坂山観測所 〒520-0054 滋賀県大津市逢坂 1 Tel. 077-524-0272 

〇 屯鶴峯観測所 〒639-0252 奈良県香芝市穴虫

でじ砥
T苔I.07457-7-7345 

〇 鳥取観測所 〒680-0005 鳥取県鳥取市円護寺浜田 Tel 0857-29-0949 

〇 宮崎観測所 〒889-2161 宮崎県宮崎市加江田深田 Tel. 0985-65-1161 

〇 阿武山観測所 〒569-1041 大阪府高槻市奈佐原 Tel. 0726-94-8848 

〇 徳島観測所 〒779-3233 徳島県名西郡石井町石井 'Tel. 088-637-4013 

附属火山活動研究センター 〒891-1419 鹿児島県鹿児島郡桜島町横山鶴崎 Tel. 099-293-2058 

〇 桜島火山観測所 〒891-1419 鹿児島県鹿児島郡桜島町横山鶴崎 Tel. 099-293-2058 

附属水資源研究センター 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 Tel. 0774-38-4255 

附属巨大災害研究センター 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 I Tel. 0774-38-4273 
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①総合研究棟

②境界層風洞実験室

③風洞実験室

④巨大災害研究センター

⑤強霙応答・耐霙構造実験室

⑧鋼構造実大試験架構

⑦ 自動車車庫

⑧エ作室

⑨遠心力載荷装置室

⑩人為地震発生装置室

⑪強震動観測実験場

⑫地霙予知研究センター
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